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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、想定を上回る円高となっており、自動車、機械、電機などの

大企業の景況感が改善しないところとなっております。また、個人消費も依然として停滞しており、小売業も低迷

状況となっております。 

当業界におきましては、少子化がさらに進んでおりますが、低学年から通塾する傾向が強まっており、わずかで

はありますが、市場規模は拡大しております。 

一方、大手・中規模個人塾、ＦＣ塾などの新規開校が続いており、競合状況は一層激化しております。 

このような情勢のもと当社グループにおきましては、 

① 市場の構造的変化に対応した教育サービスを提供できる体制を早急に整えること 

② 小中学部・個別指導・ｉＤ予備校の校舎を機動的に展開すること 

③ 市場規模の縮小等により生徒数が減少した校舎においてはテナント校舎への移転を進め、健全な企業体質を

構築し、利益が出る体制にすること 

④ 多様化した顧客ニーズのそれぞれに対応した教育サービスを開発・提供し、顧客満足と結果として利益増を

図ること 

を経営の柱として取り組んでおります。 

第２四半期におきましては、小中学部・高校部ともに、夏期講習一般生募集と９月入学活動を最重点課題として

取り組んでまいりました。募集においては、生徒・保護者への紹介依頼、入学活動は保護者会の開催や保護者・生

徒との三者面談を中心として行ってまいりました。 

売上におきましては、小中学部・高校部・その他の教育事業ごとに、地域、市場、各学年に対応した教育サービ

スを企画し増加を図っております。また募集方法も新しい手法を取り入れてまいりました。 

営業費用におきましては、個別指導の拡大によるチューター・バイト給与の増加があったものの、前期において

一部校舎の移転・閉鎖を行ったことにより人員の効率化、賃借料の削減、校舎管理維持費用の削減等に努めてまい

りました。 

特別損益におきましては、当初の計画に対し９月入学が不振であった１校舎の減損処理を行うことを決定いたし

ました。それに伴い減損損失を計上いたしました。 

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は4,751百万円(前年同四半期は4,863百万円)、

営業損失は566百万円(前年同四半期は営業損失578百万円)、経常損失は604百万円(前年同四半期は経常損失601百万

円)、親会社株主に帰属する四半期純損失は652百万円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失626百万

円)となりました。 

なお、季節的変動要因として、当社グループの生徒数は小中学部・高校部ともに夏期講習・冬期講習等の講習に

参加した一般生が、それぞれ９月、１月に入学するため、第２四半期以降に増加するところとなっております。一

方、営業費用につきましては、人件費・賃借料等が毎月固定的に発生いたします。したがって、第１四半期に比べ

第２四半期以降の収益性が高くなる傾向があります。 

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間より、前期まで「その他の教育事業」に含めておりました個別指導本部につき、

地域別の営業管理体制をより強固にするため組織変更を行い、それに伴い報告セグメントの区分を「小中学部」に

変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた

数値で比較しております。 

(小中学部) 

小中学部におきましては、予算を少し下回る売上高となっております。要因は、集団型の校舎に併設した個別指

導部門において生徒数は大幅に増加したものの予算数より若干の未達となったためであります。年間予算を達成で

きるかどうかは中３受験学年を対象に行う秋期ゼミ・合宿、および冬期講習、入試直前講習の成功次第でありま

す。結果として、小中学部の売上高は3,945百万円(前年同四半期は4,017百万円)、セグメント損失は71百万円(前年

同四半期はセグメント損失10百万円)となりました。 
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（高校部) 

高校部におきましては、予算を少し下回る売上高となっております。要因は、売上単価の高い高３受験学年の生

徒数が予算未達となったためであります。年間売上予算を達成するために売上補填策、冬期講習、入試直前講習を

成功させていく計画であります。結果として、高校部の売上高は732百万円(前年同四半期は769百万円)、セグメン

ト損失73百万円(前年同四半期はセグメント損失192百万円)となりました。 

(その他の教育事業) 

映像事業部門におきましては、わずかではありますが売上予算を下回るところとなっております。在宅視聴を促

進するプロモーション方法に課題が生じ、生徒数の減少が続いております。ＦＣ展開におきましては、加盟塾が増

加し、また夏期講習売上も好調な実績となっております。結果として、その他の教育事業の売上高は74百万円(前年

同四半期は76百万円)、セグメント損失は9百万円(前年同四半期はセグメント利益16百万円)となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて315百万円減少し、1,678百万円となりました。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて133百万円減少し、12,080百万円となりました。これは主として、有形固

定資産の減価償却が進んだこと、建設協力金の回収が進んだためであります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて448百万円減少し、13,758百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は前連結会計年度末に比べて725百万円増加し、5,820百万円となりました。これは主として、次期基幹

システム開発費用の資金調達により短期借入金が増加したこと、生徒数増加に伴い授業料、講習費用の前受金が増

加したためであります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べて410百万円減少し、4,274百万円となりました。これは主として、長期借入

金の約定返済が進んだためであります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、315百万円増加し、10,095百万円となりました。 

(純資産) 

純資産合計は前連結会計年度末に比べて、764百万円減少し、3,663百万円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の31.2％から26.6％となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間における業績は計画を若干下回っているものの、第３四

半期以降に開催する各種講習会および集団・個別の生徒数増加により売上増加を図るため、平成28年５月11日に公

表いたしました連結業績予想から変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。 

  

  

 

㈱秀英予備校（4678）　平成29年３月期第２四半期決算短信

4



３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,140,569 555,212 

    受取手形及び売掛金 220,887 474,159 

    商品 60,095 72,931 

    貯蔵品 19,748 19,969 

    繰延税金資産 4,767 19,891 

    その他 551,591 543,865 

    貸倒引当金 △3,561 △7,375 

    流動資産合計 1,994,098 1,678,654 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 4,123,196 4,033,799 

      土地 4,120,031 4,120,031 

      その他（純額） 266,110 237,532 

      有形固定資産合計 8,509,338 8,391,363 

    無形固定資産     

      その他 47,423 171,392 

      無形固定資産合計 47,423 171,392 

    投資その他の資産     

      敷金及び保証金 3,382,742 3,257,932 

      その他 278,889 263,746 

      貸倒引当金 △4,898 △4,128 

      投資その他の資産合計 3,656,733 3,517,549 

    固定資産合計 12,213,495 12,080,305 

  資産合計 14,207,593 13,758,959 

負債の部     

  流動負債     

    短期借入金 2,121,901 2,679,063 

    1年内返済予定の長期借入金 1,060,659 873,856 

    未払金 542,458 426,580 

    未払法人税等 83,864 69,096 

    未払消費税等 70,259 10,586 

    前受金 533,957 1,078,810 

    賞与引当金 154,366 160,910 

    店舗閉鎖損失引当金 28,485 9,845 

    その他 499,226 511,930 

    流動負債合計 5,095,178 5,820,678 

  固定負債     

    長期借入金 996,289 704,578 

    繰延税金負債 130,604 116,837 

    退職給付に係る負債 490,420 495,691 

    資産除去債務 618,074 612,685 

    その他 2,449,587 2,345,077 

    固定負債合計 4,684,975 4,274,870 

  負債合計 9,780,154 10,095,548 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,089,400 2,089,400 

    資本剰余金 1,944,380 1,944,380 

    利益剰余金 134,499 △598,178 

    自己株式 △154 △154 

    株主資本合計 4,168,125 3,435,446 

  その他の包括利益累計額     

    退職給付に係る調整累計額 259,314 227,964 

    その他の包括利益累計額合計 259,314 227,964 

  純資産合計 4,427,439 3,663,410 

負債純資産合計 14,207,593 13,758,959 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

売上高 4,863,720 4,751,574 

売上原価 4,789,407 4,628,153 

売上総利益 74,313 123,420 

販売費及び一般管理費 652,463 689,848 

営業損失（△） △578,150 △566,427 

営業外収益     

  受取利息 27,082 13,594 

  受取賃貸料 8,251 8,648 

  その他 7,452 6,999 

  営業外収益合計 42,787 29,242 

営業外費用     

  支払利息 61,336 59,392 

  その他 4,360 8,170 

  営業外費用合計 65,697 67,562 

経常損失（△） △601,060 △604,747 

特別損失     

  店舗閉鎖損失引当金繰入額 - 9,845 

  減損損失 33,231 24,674 

  特別損失合計 33,231 34,519 

税金等調整前四半期純損失（△） △634,291 △639,267 

法人税、住民税及び事業税 29,473 28,215 

法人税等還付税額 △23,932 - 

法人税等調整額 △13,578 △15,320 

法人税等合計 △8,037 12,895 

四半期純損失（△） △626,253 △652,162 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △626,253 △652,162 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

四半期純損失（△） △626,253 △652,162 

その他の包括利益     

  退職給付に係る調整額 △26,511 △31,350 

  その他の包括利益合計 △26,511 △31,350 

四半期包括利益 △652,764 △683,512 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △652,764 △683,512 

  非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

  

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

  

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

固定資産の減損損失として、33,231千円を計上しております。 

セグメントごとの減損損失計上額は、当第２四半期連結累計期間においては小中学部33,231千円であります。 

  

 

        (単位：千円) 

  
報告セグメント 

小中学部 高校部 その他の教育事業 計 

売上高         

  外部顧客への売上高 4,017,642 769,906 76,171 4,863,720 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― 7,386 7,386 

計 4,017,642 769,906 83,558 4,871,106 

セグメント利益又は損失(△) △10,797 △192,428 16,929 △186,297 
 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 △186,297 

セグメント間取引消去 11,890 

全社費用(注) △403,742 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △578,150 
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成28年４月１日  至  平成28年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

  

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、「その他の教育事業」に含めておりました個別指導本部につき、地域別の営業管

理体制をより強固にするために組織変更を行い、それに伴い報告セグメントの区分を「小中学部」に変更しており

ます。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分方法により作成

しております。 

  
４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

固定資産の減損損失として、24,674千円を計上しております。 

セグメントごとの減損損失計上額は、当第２四半期連結累計期間においては小中学部24,674千円であります。 

  
  

 

        (単位：千円) 

  
報告セグメント 

小中学部 高校部 その他の教育事業 計 

売上高         

  外部顧客への売上高 3,945,254 732,013 74,305 4,751,574 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― 7,719 7,719 

計 3,945,254 732,013 82,025 4,759,293 

セグメント損失(△) △71,892 △73,522 △9,201 △154,615 
 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 △154,615 

セグメント間取引消去 12,784 

全社費用(注) △424,595 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △566,427 
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